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様式第４号（第 11項関係）  

 

   西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  第１回西脇市こどもプラザ運営委員会  

開催日時  平成 29年７月 21日（金）  

午後３時 30分～５時  

開催場所  西脇市茜が丘複合施設 Miraie 会議室１   

出 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

小﨑委員長、伊藤委員、井上委員、藤原委員、

遠藤委員、荻野委員、橋本委員、高田委員、  

宮崎委員、山尾委員  

（選出区分別 50音順）  

欠 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

 

出 席 職 員 の 職 ・ 氏

名又は人数  

筒 井 部 長 、 早 崎 課 長 、 藤 井 施 設 長 、 小 西 所 長 、

松本主査、藤井  

 

公開・非公開の別  公開  

非公開の理由   

 

傍聴人の数   

議題又は協議事項  １  こどもプラザの利用状況について  

２  平成 28年度事業実績報告について  

３  平成 29年度事業実施計画について  

４  こどもプラザの運営について  

会議の記録（概要）  

発言者   

○開会  

委員 10名の出席により会議成立の報告  

 

○市長あいさつ  

 

○委員委嘱状交付  

伊藤委員あいさつ  

 

 

問合せ先  西脇市都市経営部総合企画課こどもプラザ  

TEL 0795-25-2800 ／  FAX 0795-25-2220 
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会議の記録（概要）  

発言者   

○こどもプラザの利用状況について  

会議資料１に基づき、事務局から説明  

 

○平成 28年度事業実績報告について  

 会議資料２に基づき、事務局から説明  

 

○平成 29年度事業実施計画について  

 会議資料３に基づき、事務局から説明  

 

 市内、市外からの来館者、また利用者数は１ケタまで

どのように調べているのか。  

 

 こどもプラザでは、受付を市内市外に分けており、市

内の方は小学校区ごとに大人、未就学児、小学生、中学

生、高校生と分けている。市外の方も近隣の市町別に分

けて統計をとっている。  

 Miraieの施設全体としては、入口のところにカウンタ

ーを設置し自動計算している。施設全体の利用者数は、

昨年度は一年間で  471,000人だった。  

 

 当初の利用者想定数は  200,000人であったが、倍の利

用があったのはなぜだと考えるか。  

 

 この辺りは、高校が２校と小学校、中学校がある学園

区であるので、高校生以下の子どもたちの利用が非常に

多い。また、こどもプラザは、遊具などが充実している

こと、都市部では有料となる遊具で遊べるということか

ら好評で、遠方からもお越しいただいている。  

 コミセンについては、会議や生涯学習にかかる教室な

ども定期的に行われているので、途切れなく利用いただ

いている結果ではないかと思う。  

 もう一点は、図書館も併設しているため、図書館を利

用された方がこどもプラザで遊んで帰られたり、こども

プラザを利用された方が図書館によって帰られたりとい

うような相乗効果も合わさった結果ではないかと思う。  

 

事務局  

 

 

事務局  

 

 

事務局  

 

 

委員  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 会議室が学習室として開放してあり、多くの小中学生

がここで宿題をしたりしている。家で過ごしたり、スー

パーなどに出入りしたりする生徒もいるが、ここは安心

である。前回の会議では、 Miraieとサテライトの施設の

充実度のギャップによって、遠方の方が集いにくいので

はないかという話があったが、今回の報告の中では、遊

具や絵本など施設の充実をしたとのことであった。それ

によってサテライト利用の変化が出てきているのか。  

 

 サテライトの遊具等の充実については、８月に国の認

可を受け、２月にすべての備品が揃った。そのため、数

字的に大きな変化が見られたかと言えば、まだ出ていな

いというのが正直な実感である。 29年度はできるだけサ

テライトでの事業を増やすとともに、子育て新聞などで

サテライトの紹介もしていきたいと思っている。  

 

 あそびの広場事業の延べ参加人数が、市内、市外半分

ずつくらい、児童館の利用も市内、市外約半分ずつくら

いであるが、これは最初から予想していたのか。別 の市

では、市外の利用が多いのはいかがなものかという意見

もあるが。   

 

 これほど市外の方に多く利用していただけるというの

は、正直予想していなかった。以前、子育て中のお母さ

ん方との懇談会があり、市外の方が多く来られているの

で、入場規制などをしてはどうかという意見もあった。  

しかし、西脇市に児童館ができるまでは、小野市や加

東市など他市の児童館を利用させてもらっていた。 自分

たちもお世話になったので、市外の方の受け入れもする

べきではないかという意見も多くあり、今のところ、市

外の方の入場規制をしてほしいなどの声は出ていない。  

 また、市外の方に多く来ていただけるということによ

り、西脇市の紹介ができる。こどもプラザの入口にも西

脇市のパンフレットを置くなどいて、 Miraieだけでなく

西脇に来られたら他にも足を延ばしていただきたいとい

う思いで運営している。  

 

 市外の方が多い理由の一つは、西脇市出身の方が帰省
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委員  

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

事務局  

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

され、子どもさんを連れて来館されることが多くなった

こともある。お盆やゴールデンウィークには県外か らの

車も多く見られ、市外の方の中には、西脇市出身の方の

利用もあると考える。  

 

 子どもたちからも好評で、 Miraieができてよかったと

いう声をよく聞く。その一方で、近くに住んでいる人は

利用しやすいが、 Miraieから離れれば離れるほど、「重

春地区だけいいな。」という声が出てきそうに思うが、

そのあたりはどうか。  

 

 確かにそのような声は聞いている。こどもプラザとし

ても、遠方の地域の子どもたちに少しでも利用してもら

えるように考えないといけないと感じている。  

そのような中で、３月に実施したあそびの広場では、

各小学校区内にバス停を設け、巡回バスを走らせた。し

かし、申し込みは、 27・ 28年度とも２組程度であった。

来年３月にも実施するので、より情報発信をし、多くの

方に来ていただきたいと考えている。  

 もう一点、みなみ会に委託している地域子育て事業で

は、今年度も各小学校区 25会場で延べ 69回、午前中に夏

休みの宿題を支援している。このように、 Miraieから遠

方の子どもたちにも、どこかの会場で利用してもらえる

ように考えている。  

 

 ここ Miraieだけのことではなく、行政すべてのことに

関して、地域、エリアの問題は出てくるので、関心をも  

って、取り組む課題である。  

 

 市内の方の児童館利用の場合、重春校区が 31％と一番

多く、次に西脇校区の 11％で、あとの校区はほぼ同じよ

うな利用状況になっている。  

 

 西脇市の中に、もう一か所くらい、どこかに同様の施

設を設置することはできないか。  

 

 図書館もプラザもあるという施設は、なかなか難しい

と考える。  
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委員長  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

事務局  

 

 

 年間  200,000人を予想して、  470,000人の来館者があ  

ったということは、市民のニーズがあり、そこにマッチ

した施設ができたということである。そう 考えると、机

や椅子などは足りているのか。  

 

 会議室の椅子や机も、会議がない時は他にまわして 、

できるだけ併用して活用している。一度に揃えるのは難

しいので、何とかまわせるように工夫しているが、来館

者数が増えることによって、すべての備品の傷みが早

い。  

また、治安の問題も出てくる。  

 駐車場が満車になり、受けきれない状況の時もある。  

 

 地域子育て拠点事業のところで、企業版ふるさと納税

を活用しとあるが、その状況を聞かせほしい。  

 また、利用者支援事業と地域子育て拠点事業に臨床心

理士の配置が別々にあるのはなぜか。  

 

 地域子育て拠点事業では、企業５社から  2,800,000円

の寄附をいただいた。事業費は  2,921,500円で、その内    

2,800,000円が寄附となっている。  

 地域子育て拠点事業の臨床心理士については、７月の

臨時議会において予算化した。予算化した時に 地域子育

て拠点事業の中の一つの項目として臨床心理士を挙げた

ため、 28年度実績としては、利用者支援事業と区分して

記載している。今年度も同じように、臨床心理士に入っ

てもらっているが、来年度の実績においては一本で挙げ

る。ただ、児童館事業と子育て学習センター事業に分け

て実施しているので、その内訳については来年度報告し

たいと思う。  

 

 関連して、今年度も４ヶ月が経過するが、今年度は、

ふるさと納税制度を継続したり、新しい事業を実施して  

いるのか。  

 

 この制度の対象期間は単年度である。計画を立て、認

証されたものに対して企業からふるさと納税をして いた

だくシステムで、同じ事業に対して継続することは難し
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委員  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

い。  

 

 子育て学習センター事業の中に、広場事業、ボランテ  

ィア、地区ふれあい広場などのたくさんの事業が行われ  

ている。この中で、ボランティアの部分はサークルのお  

母さん方がリーダーとして活動されているのか。  

 

 ボランティアグループの中には 40代から 50代のベテラ

ンの方や、小学生や未就学児のお子さんがおられる方も

ある。例えば、ハッピーネーブルのメンバーの方たち

は、子育て学習センターの中で育ってこられたお母さん

たちがメインである。子育て学習センターが今まで積み

重ねてきた親育ての中に、ゆくゆくはお母さんたちが

リーダ―になっていくというねらいがある。このよう

に、子育て学習センターから育ち、支援者となってくだ

さるのは、ありがたいことである。  

 

先程の話にもあったように、ここから少し遠いところ

に住んでいる者には、うらやましい施設だという思いは

あるが、そこに一歩近づくという意味でも、お母さん方

が育っていって自主的に参加され、施設に近づいてい く

良いきっかけになっているのではないか。そのあたりを

大事にしていってあげたいと思う。  

 

 たくさんの市民の方、ボランティアの方が運営やプロ

グラムに協力していただいている。その方々が一堂に会

する機会はあるのか。  

 

 皆さんが一堂に会することはほとんどないが、今年度

は、６月 30日の子育てフェスティバルに職員と共に手遊

びや手話などをしていただいた。大きな事業になると、

ボランティアグループも一緒になり助け合い、協力し合

いながら、事業を実施している。  

 

 今年度６園が認定こども園になり、５歳児を預かりな

がら保育、教育を進めている。就労されている保護者の

方は、特に親子で一緒に過ごすという時間が少ないので

はないかと感じる。このような中で、年間通して市内各
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委員長  

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園へ実際来ていただいて、親子の授業を展開してもらう

など積極的に進めていただいているのは大変良い取組だ

と思う。案内も丁寧にしていただき、親子のふれ合いの

機会を提供していただいているのは、大変ありがたい。

園としても保護者に対し積極的に情報を提供していき、

このような事業も利用しながら、親子のふれ合いの機会

をもちたいと思っている。  

 

 西脇全体の子どもを育てているのは Miraieだけではな

いので、ご協力いただいて、市全体で一緒に育てていけ

たらいいのではないか。  

 では資料３の事業計画のところで何か意見や質問はな

いか。  

 

 28年、 29年の内容はよく似ているのかなと思うが、 29

年はここが新しい、こういうところに力を入れていると

いうポイントがあれば伺いたい。  

  

 昨年度はカリキュラムを作成し、それに沿って、今ま

で子育て学習センターで行っていた「ベビーのひろば」

「みんなのひろば」が、今年度からこどもプラザの事業

として位置づけ、「ベビーのつどい」、「みんなのつど

い」として開始している。子育て学習センターが今まで

積み上げてきた中の、お母さん方との信頼関係を大事に

しながらも、子ども抜きの親育てではなく、子ども とと

もに親育てをするという部分を大事にしていきたいと考

えている。ベビーのつどいに関しては、時間の見直しや

絵本の読み聞かせの部分を重点的に変えていっていると

ころである。  

 もう一点は、支援者の研修である。子どもの発達段階

をしっかり理解していないと、保護者に尋ねられた時に

適切な支援ができない。それぞれの職員が、子どもの発

達を踏まえた助言ができるように、臨床心理士の先生 か

ら研修を受けているところである。一人一人の職員が 、

子どもの発達を理解し、保護者からの質問にも 理論付け

た説明ができ、保護者がそのことを理解したら、また別

の保護者にもそのことを伝えていける。親育て、また親

同士の育児力向上につながっていくことをねらい、今年
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委員長  

 

 

 

委員  

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

委員  

 

度力を入れていきたいと考えている。  

 

 まだ３年目ということで、大きくプログラムをさわる

ということはないと思うが、新しい意見や提案があれば

出していただきたい。  

 

 28年度でサテライトの利用率が若干減ってきているよ

うに思うが、 29年度はサテライトについてはどのような

計画をもっているのか。  

 

 保護者の中には、 Miraieで賑やかに遊びたい時もあれ

ば、子どもと向き合ってじっくりと遊びたい時 もある。

そういう時は、サテライトに行った方が子どもとじっく

り遊べると言われる方もある。その時の子どもとの向き

合いたい状況によって、うまく使い分けをされている保

護者もおられる。  

またサテライトのあいあいランドで行う事業の中で、

こどもプラザでも人気があり、この度あいあいランドに

設置した遊具について、遊びの目的や子どもの発達にど

のような効果があるのかということを保護者に伝える 時

間を設けている。一度にたくさんではないが、そういっ

た積み重ねの中で、少しずつサテライトの方でも楽しん

で遊んでもらいたいというねらいをもっている。  

 

 市外から来られる方の中には、ボーネルンドの遊具で

遊びたいと大阪、神戸、姫路、加古川から来られる方も

ある。都市部に住んでいる人は、地方への移住も興味が

あるので、西脇も候補に入れているという知り合いもい

る。これだけ魅力的な施設だし、子どもを育てるのに非

常に良い環境だと思うので、西脇市にとってもどんどん

ＰＲしていった方がいいかと思う。そういう連携、取り

組みがあればいいなと思う。  

 

 市全体の大きなビジョンをもって取り組んでいく必要

がある。  

 

 しばざくら幼稚園のお母さんたちも利用されており、

子どもたちも喜んでいる。図書の方も充実しているとい
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委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

うことで、幼稚園にある絵本の続きのシリーズがあるか

ら、図書館に借りに行きたいというような連携ができた

らいいなと思う。  

 あるお母さんから、おもちゃが割れたり、買い替えな

いといけないという時は税金から出るのか、たとえ 100

円でも利用料のようなものをとると、もっと早く修繕が

できるのではないかという話があった。都市部のボーネ

ルンドで遊ぶには高い利用料がかかると聞いているが。  

 

 三ノ宮の方では、 30分  600円で、延長の場合は子ども

からお金をもらうという形のようだ。  

 

 有料のことについては、３月に実施するあそびの広場

について、 28年度は、有料とさせていただいた。 27年度

は国からの交付金を活用したため無料だったが、 28年度

からは市の一般財源で行うこともあり、受益者負担とい

うことで  300円をいただいた。  

 

 こどもプラザの遊具は、国の補助金を活用して整備し  

ている。国の補助金により整備した施設で収益を得ると、   

その分国に還付しなければならないかもしれない。今後

新しい遊具などを市負担で購入する場合には、今言われ

たような意見も参考にさせていただいて、検討したいと

考えている。  

 

 さまざまな意見が出たが、まる一年経ったのが昨年 な

ので、今後、新しい課題も出てくると思う。そのような

ことも十分検討して、市民の皆様、専門の皆様のご意見

を参考にしながら、良い方向へ進めていくことが大事な

ことではないかと思う。  

 

 私は大阪出身で、西脇に来てプログラマーの仕事を在

宅でしている。西脇は田舎だから、都会の方がいいだろ

うと言われるが、私は田舎もいいと思っている。西脇に

住みたいけれど、西脇には仕事がないと言われると、私

は家で仕事をしているし、そういう生き方もあると言え

る。オフィスは東京にあるが、その社長が他の所で中学

生向けにスライドで、在宅でこんな仕事をしていると知
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委員長  

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

らせた。中学生からは、おもしろかった、そんな働き方

があるんだと興味を示してくれたと聞いている。私も西

脇でそんなことができたらいいな、若い人たちにつなげ

られたらいいなと考えている。ぜひ、機会を設けていた

だきたい。  

 

 すぐに声がかかるのではないか。若い人たちが自分自

身の可能性をわかっていなかったり、気づいていなかっ

たりするというのは、西脇に住んでいる大人の人たちが

伝えていく必要があると思う。  

 

 29年度の実施計画に基づいて事業を実施し、一人でも

多くの子育て中の保護者の方を応援したり、子どもたち

のあそび場、居場所づくりが提供できるように取り組ん

でいきたいと考えている。  

 

○その他  

 議事録については、ホームページなどで公開予定であ

る。  

 平成 29年度第２回目の委員会は、来年２月頃を予定し

ている。  

 

○閉会  

 

 

 


